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研究成果の概要（和文）：　当初、日本語の言語としての機能的な部分を重視していたが、想定範囲を超える「紐帯」
を発見できた。言語が持つもう一つの機能の「象徴性」が各コミュニティで強く働いており、日本語運用能力に関わら
ず、ローカライズされた言語文化が地域に息づいていた。
　ローカライズした言語文化と、ローカライズされない日本語文化の在り様も確認した。インドネシアにおける「日本
語教育」と「日本語使用」の区別という視点、「紐帯としてのＪポップカルチャー」が進行するブラジル、継承日本語
教育が活発な台湾でのジレンマを確認した。本研究は、世界を席巻するグローバル化のもとで迫られている新たなパラ
ダイムの構築に資するものと考える。

研究成果の概要（英文）： This research tried to seek for the characteristic of its community-ness of the l
anguage as a medium. In this sense, the research focused on the functional aspect of the language before w
e began the investigation. However, through the research, we found some functions of the bond much more th
an we imagined. Symbolic-ness, every language shares as one of the functions, is strongly performing in ev
ery community. Even the society in which there are some unfamiliar members with Japanese, nonetheless, loc
alized language culture is established there.
 At the same time, the co-existing situation in which localized language culture and not localized culture
 in a society is identified. The functional bond of Japanese is realized by a localized and mutable phenom
enon on the one hand and an immutable phenomenon on the other hand It also propounds the fundamental condi
tion for establishing an alternative paradigm for Japan studies.
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１．研究開始当初の背景 
まず、生活言語面に注目した研究には、
本研究の研究分担者である前田達朗の在日
コリアンの生活言語調査と生活誌調査があ
る（真田信治・生越直樹・任榮哲編『在日
コリアンの言語相』、和泉書院 2005 年）。こ
の研究から、多言語社会においては、コミ
ュニティの紐帯となることに言語の機能と
役割があることが意識された。これは学校
などの制度化された場所での言語使用と異
なる、生活言語の機能と役割に注目した研
究でもある。グローバルに展開する日本語
の調査に関しては、これまで、戦前の移民・
植民政策との関係からの言語政策研究（安
田敏朗、陳培豊など）、移民社会での言語変
容やクレオール化についての社会言語学的
調査（D・ロング、真田信治など）、移民社
会の日本人学校・日本語学校における言語
使用や言語意識調査が成果を残してきた。
これらの研究では、エスニシティとしての
「日本人」とそのエスニックアイデンティ
ティの観点からの関心が強いということが
できる。 
２．研究の目的 
本研究は、海外で日本語が存在する国・
地域に共通する指標を〈紐帯としての日本
語〉に求め、その集団の由来の相違からカ
テゴライズされた 3つのコミュニティ（「日
本人社会」「日系コミュニティ」「日本語人」）
における日本語の役割の調査研究を、生活
言語と生活誌の調査と、それらの地域群の
比較を通して行うものである。すなわち日
本語を紐帯として形成されるコミュニティ
とその成員のアイデンティティ形成の調査
研究である。本研究は社会言語学の量的・
質的調査とオーラルヒストリー調査の方法
を採る。かくして海外における生活言語と
しての日本語を動態的に把握し、社会言語
学と生活・文化誌研究とをつなぐ複合的な
地域研究の方法論の確立を目指した。 
 
３．研究の方法 
①「日本人社会」において調査対象とする
集団の中心は、日本人学校・日本語学校・
補習学校である。ただし調査は学校に限定
せず、構成員の家庭も対象として、日常使
用言語と家庭内使用言語などドメイン別の
使用言語、言語意識（日本語、現地語、言
語能力の自己評価）に遡及した調査を、共
通の調査紙法を用いた多量調査、統計学的
調査として行う。②「日系コミュニティ」、
③「日本語人」の地域においても日本人学
校・補習校が現地に存在する場合には、そ
れを中心とした「日本人」もしくは「日系
人」コミュニティについて同様の調査を行
う。同時にインタビューによる質的調査に
も比重を持たせる。こうしてライフヒスト
リーを調査する質的調査としての生活誌的

調査も行う。上記の調査を遂行するため、
調査主体は統一したマニュアルと調査紙法
を用いる。また、可能なかぎり言語研究者
と歴史・文化・生活史研究者とを組み合わ
せる。 
４．研究成果 
計画では、日本語と日本語を媒介とした
ものを「紐帯」と呼び、そのコミュニティ
性を追求しようとした。つまり日本語の言
語としての機能的な部分を大きく捉えてい
た。しかし調査を経て想定していた範囲を
超える「紐帯」を発見することができた。
言語が持つもう一つの機能である「象徴性」
がそれぞれのコミュニティで強く働いてい
た。すなわち日本語運用能力は実用的では
ない構成員がいたとしても、ローカライズ
された言語文化がそれぞれの地域に息づい
ていたのである。 
同時に、ローカライズした言語文化と、
ローカライズされない日本語文化のありよ
うも確認された。「日本語」の紐帯機能は、
ローカライズによる変化と、ローカライズ
されない不易性がもつ、機能の二重性をと
おして実現されている。 
日本語そのものから離れた日系人の文化
のローカライズ化と非ローカライズ化の二
重の事例は友常の北米調査に見て取れる。
仏教会を中心としたコミュニティはもはや
英語でのみ動いているかのように見えるが、
確実に彼らの文化である。ただし他方で、
県人会を中心とした民謡協会のような組織
では、「日本でやっている通りにする」方針
にもとづいて運営されている。それはナシ
ョナル・アイデンティティというよりも、
他のエスニック集団との競合・競争のない
関係が維持できるという効果を期待しての
ことである。 
日本語としてはもはや意識されない日本
語由来の語彙や習慣はパラオの河路調査で
より明らかになった。多くの日本語話者が、
日本語読み書きの能力を持たないというの
も特徴的である。観光産業で働くという目
的を考えれば、オラリティが重視されるの
は当然である。日本人観光客の存在を意識
して日本語普及の取り組みはあるが、観光
業には日本人がついてしまうというジレン
マも確認された。 
同様に特定の目的に特化された日本語の
事例を降幡のインドネシア調査に見ること
が出来る。インドネシアは中国に次いで日
本語学習者が世界第二位である。その際、
「日本語教育」と「日本語使用」（どのよう
に日本語を生かすか）の二つが区別される
べきであるという報告は示唆的である。日
本語に対する期待を理解したうえで日本語
教育が必要であるということだろう。 
また前田の韓国調査では日本語話者であ
るという意識がない話者集団の事例が捕捉
できた。エスニックには日本人ではない集
団が、その紐帯を日本語能力に求めている



事例でもある。 
日系移民社会の長い歴史を持つリオデジ
ャネイロでの調査と、ブラジル北東部にお
いてＪポップカルチャーの受容を調査した
武田の場合には、日本語のローカライズを
超越した現象が確認された。日系人のほと
んどいない北東部でＪポップカルチャーの
イベントが多いという事実である。ここか
ら、「紐帯としてのＪポップカルチャー」と
でもいうべき事態が確認できる。すなわち
「日本のもの」というとりかかりではなく
「好きなもの」がたまたま日本のものであ
ったということである。魅力あるコンテン
ツの提供が日本語と日本文化の生産力とし
て求められていることがわかる。 
日台国際結婚家庭の成立パターンの多様
化と、継承日本語教育の実情を調査した谷
口の台湾での調査は、非ローカライズ化の
事例でもある。継承日本語教育の動きは日
台国際結婚家庭の日本人配偶者や子どもた
ちにとっての拠り所となるが、台湾人家庭
とお区別化を助長するなどのジレンマが予
想される。 
ドミニカ共和国での日系人コミュニティ
の活動を調査した研究協力者の窪田は、ド
ミニカ移民の一世、二・三世における言語
継承意識の差異を明らかにした。一世の言
語継承意識は高いが、二世になると機能的
な場面でスペイン語を使用し、家庭内会話
や一世との会話でしか日本語を使用しなく
なっているなどの現状が明らかになった。 
通時的研究としては高嶋の奄美移民の外
地（ここでは台湾）での日本語獲得の事例
があげられる。1930 年代から 1953 年の復
帰前後までの経験を対象とした聞き取り調
査で、「国語」「標準語」ということばによ
る紐帯が強いられたこと、しかしことばに
よる紐帯は幾重にも異なり、連なっている
ことが確認された。 
総じて本研究は、世界を席巻するグロー
バル化のうねりが影響を及ぼしている日本
語・日本研究の研究条件を理解するための
基礎調査であり、現在迫られている新たな
パラダイムの構築のための基礎研究となっ
ている。 
なお、研究計画最終年度の集約として、
公開研究会「ブラジルの日本語・日本文化
受容の一事例」を開催した。研究会はブラ
ジル調査の研究協力者であったリオデジャ
ネイロ州立大学のキタハラ高野聡美氏によ
る報告と、それに対する中京大学・ましこ
ひでのり氏からのコメントを通して、「日
本人社会」「日系コミュニティ」「日本語
人」といった概念と実態に関する討議をお
こなった。さらに、研究分担者１１人の論
考を収録した成果報告書「〈紐帯としての
日本語〉」を発行した。 
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